
被表彰候補者 功績の概要

・ 余市町 平成29年の北海道・東北地方非常通信協議会が合同で実施した非常通信訓練において、
自治体間の非常通信訓練に漁業協同組合所属の海岸局と参加し、漁業無線システムの
非常通信における有効性を確認することにより、非常通信協議会構成員をはじめ地域住民の
非常通信に関する認識の向上に貢献。

• 余市郡漁業協同
組合

平成29年の北海道・東北地方非常通信協議会が合同で実施した非常通信訓練において、
自治体間の非常通信訓練に漁業協同組合所属の海岸局を参加させ、漁業無線システムの
非常通信における有効性を確認することにより、非常通信協議会構成員をはじめ地域住民の
非常通信に関する認識の向上に貢献。

• 青森県危機管理局
防災危機管理課

東日本大震災以降、県内全市町村に対し全国非常通信訓練への参加を積極的に働きかけ、
他県と比べて多くの市町村からの参加を実現するとともに、今年度は通信ルートの多ルート化
の実現に向けて全国非常通信訓練で検証を行う等、非常災害時の通信の確保の充実に貢献。

• 福島県漁業無線局 平成29年の北海道・東北地方非常通信協議会が合同で実施した非常通信訓練において、
自治体間の非常通信訓練に漁業無線局の海岸局が参加し、漁業無線システムの非常通信に
おける有効性を確認することにより、非常通信協議会構成員をはじめ地域住民の非常通信に
関する認識の向上に貢献。

• 中国地方漁業無線
連合会

平成26年度から毎年度、漁業用海岸局による非常通信訓練を四国漁業無線連合会等の関係
団体とともに広域連携で実施し、中短波・短波による情報伝達手段の広域性や公衆回線に
依らない独自回線等の有効性を確認。また、その取組が平成２９年度全国規模で初めて実施
された、全国漁業用海岸局間の非常通信訓練に発展するなど、非常時情報伝達手段の有効性
と防災・減災の推進に貢献。
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• 国土交通省
九州地方整備局
TEC-FORCE

九州北部豪雨において、ＴＥＣ－ＦＯＲＣＥを派遣し、被災自治体との通信体制を確保した
ほか、被災自治体へ気象情報や主要幹線道路の被災状況、道路啓開状況を提供。また、
防災ヘリから撮影した被災現場の上空調査映像を福岡県庁や被災自治体に提供するほか、
ドローンによる空撮映像をYouTube配信するなど各種災害救助活動や早期復旧に貢献。

• 九州管区警察局
福岡県情報通信部
機動警察通信隊

九州北部豪雨において、発災後、直ちに機動警察通信隊を被災自治体へ派遣し、被害状況
や警察部隊による救助活動状況の撮影映像を県警察本部へ伝送。また、県警察ヘリが撮影
した映像を県警察本部へ伝送するなど、警察における災害警備活動や福岡県における災害
対策活動に貢献。

• 九州管区警察局
大分県情報通信部
機動警察通信隊

九州北部豪雨において、発災後、直ちに機動警察通信隊を被災自治体へ派遣し、被害状況
や警察部隊による救助活動状況の撮影映像を県警察本部へ伝送。また、県警察ヘリが撮影
した映像を県警察本部へ伝送するなど、警察における災害警備活動や大分県における災害
対策活動に貢献。

• 西日本電信電話株式
会社
九州事業本部

九州北部豪雨において、通信設備等の早期復旧に尽力。また、被災自治体へ多数の通信
機器を無償提供し、災害対策本部等における災害情報の収集伝達や避難所との情報連絡等
に活用され、非常時の通信の確保に貢献。
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• 株式会社NTTドコモ
九州支社

九州北部豪雨において、携帯電話基地局等の早期復旧に尽力。また、県や被災自治体等
へ多数の通信機器を無償提供し、非常時の通信の確保に貢献。

• KDDI株式会社
九州総支社

九州北部豪雨において、携帯電話基地局等の早期復旧に尽力。また、県や被災自治体等
へ多数の通信機器を無償提供し、非常時の通信の確保に貢献。

• ソフトバンク株式会社
九州技術統括部

九州北部豪雨において、携帯電話基地局等の早期復旧に尽力。また、県や被災自治体等
へ多数の通信機器を無償提供し、非常時の通信の確保に貢献。

• 九州電力株式会社
福岡支社

九州北部豪雨では大規模停電が発生したが、直ちに九州各地からの応援を投入し、
早期に電力の復旧を行い、通信の早期復旧に貢献。

• 九州電力株式会社
大分支社

九州北部豪雨等では大規模停電が発生したが、直ちに九州各地からの応援を投入し、
早期に電力の復旧を行い、通信の早期復旧に貢献。
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